
高
崎
正
風
歌
論
の
変
質

|
流
派
と
模
倣
に
対
す
る
意
識
|

長

福

香

菜

は
じ
め
に

御
歌
所
は
、
明
治
二
年
十
一
月
侍
従
候
所
に
歌
道
御
用
を
取
り
扱
わ
せ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。
明
治
四
年
に
は
宮
中
に
歌
道
御
用
掛
が
設
置
さ
れ
、

明
治
五
年
四
月
に
八
田
知
紀
、
同
七
年
一
月
松
平
忠
敏
、

同
年
四
月
渡
忠

秋
、
同
八
年
五
月
近
藤
芳
樹
、
同
九
年
四
月
に
は
高
崎
正
風
(
注
1
)
(
一

八
三
六

i
一
九
二
乙
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
知
紀
、
忠
秋
、
正
風
の
桂
国
派

歌
人
が
務
め
た
こ
と
に
よ
り
、
宮
中
歌
壇
は
次
第
に
桂
園
派
色
が
強
く
な

っ
て
い
く
。
そ
の
後
幾
度
か
の
改
編
の
後
、
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八
)

六
月
に
設
け
ら
れ
た
の
が
御
歌
所
で
あ
り
、

そ
の
初
代
所
長
を
務
め
た
の

が
正
風
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
桂
園
派
は
御
歌
所
で
圧
倒
的
勢
力
を

誇
り
、
御
歌
所
派
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

御
歌
所
の
設
置
と
そ
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
山
崎
敏
夫
氏
(
注
2
)
が、

明
治
の
新
政
府
は
薩
長
の
藩
閥
勢
力
を
主
体
と
し
て
構
成
せ
ら
れ

た
が
、
旧
幕
臣
を
初
め
と
し
て
、
こ
れ
に
好
感
を
寄
せ
な
か
っ
た
人

々
も
数
は
決
し
て
少
な
く
は
無
か
っ
た
。
(
中
略
)

明
治
新
政
府
・
薩
長
藩
閥
へ
の
反
発
(
そ
れ
に
は
表
面
に
明
ら
か

に
現
わ
れ
た
も
の
と
、
内
攻
的
で
あ
っ
た
も
の
と
の
区
別
は
あ
る
が
)

は
、
歌
の
世
界
に
お
い
て
表
面
に
出
て
来
る
場
合
、
桂
園
派
を
主
流

と
す
る
御
歌
所
・
御
歌
所
歌
人
へ
向
け
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
は
理
の

当
然
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
新
政
府
の
要
人
を
務
め
た
薩
長
閥
は
そ
の

ま
ま
御
歌
所
に
も
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
と
同
時
に
、
新
政
府
と
薩
長
閥
へ

の
「
反
発
」
は
御
歌
所
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
次
い
で
小
林
幸
夫
氏
(
注

3
)

が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
御
歌
所
が
復
活
、
設
置
さ
れ
て
始
動
し
た
こ
と
自
体
に
は

F
D
 

凋
吐

大
き
な
意
義
と
影
響
が
あ
っ
た
、
と
私
見
で
は
考
え
る
。
(
中
略
)

注
目
す
べ
き
第
二
点
は
、
こ
の
御
歌
所
の
設
置
が
天
皇
親
政
の
政
治

体
制
と
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
そ
の
強
化
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

天
皇
を
、
国
民
を
統
合
す
る
王
と
し
て

で
あ
る
。
明
治
新
政
府
は
、

担
ぎ
出
し
、
昔
の
よ
う
に
天
皇
を
民
と
和
歌
の
関
係
の
頂
点
に
据
え

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
御
歌
所
の
政
治
性
、
つ
ま
り
御
歌
所
が
政
治

の
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
さ

て
、
第
三
点
は
、
御
歌
所
が
最
終
的
に
は
、
薩
摩
藩
の
出
身
者
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
、
明
治
新
政
府
と
直
結
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
(
中

略
)
つ
ま
り
は
新
政
府
を
形
成
し
た
薩
摩
藩
が
御
歌
所
の
主
導
権
を

握
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
御
歌
所
と
い
う
和
歌
の
機
関
は
、
明

治
新
政
府
、
藩
閥
政
治
の
一
つ
で
あ
り
、
情
況
が
成
立
さ
せ
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
政
治
の
機
関
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
新
政
府

同
様
に
御
歌
所
も
ま
た
、
「
薩
摩
藩
」
「
主
導
権
」
に
よ
っ
て
成
り
立

御
歌
所
は

の

っ
て
い
た
と
す
る
。

正
風
は

「
薩
摩
藩
」
出
身
で
あ
り
、
歌
壇
に
お
け
る

絶
対
的
権
威
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
、

明
治
二
十
七
年
与
謝
野
鉄
幹
の

「
亡
国
の
音
(
現
代
の
非

丈
夫
的
和
歌
を
罵
る
ご

(
五
月
十

1
十
八
日
、
『
二
六
新
報
』
)
、

同
三
十

一
年
正
岡
子
規
の

「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
(
二
月
二
日

i
三
月
四
日
、

『
日
本
』
)

に
お
い
て
、
正
風
は
痛
罵
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
注
4
)
。
万

葉
集
尊
重
の
立
場
か
ら
短
歌
の
草
新
を
求
め
た
鉄
幹
と
子
規
は
、
古
今
集

に
依
拠
す
る
御
歌
所
派
の
頑
迷
固
阻
な
作
歌
態
度
を
非
難
し
た
の
で
あ

る
。
鉄
幹
と
子
規
の
与
え
た
衝
撃
は
短
歌
革
新
運
動
の
引
き
金
と
な
り
、

次
第
に
正
風
や
御
歌
所
派
へ
の
風
当
た
り
は
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
山
崎

氏
の
論
に
従
え
ば
、
御
歌
所
に
お
け
る
鹿
児
島
人
の
失
墜
が
本
来
の
目
的

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
正
風
を
非
難
す
る
こ
と

に
意
味
が
あ
っ
た
。

で
は
、
鉄
幹
や
子
規
を
は
じ
め
と
す
る
新
派
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
正

正
風
の
歌
論
に

風
の
歌
論
と
は
知
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、

小
泉
客
三
氏

(注
5
)
や
木
俣
修
氏
(
注

6
)
、

「
高
崎
正
風
」

(注

7
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し

ま
た
福
島
タ
マ
氏

そ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
古
今
集
の
仮
名
序
に
拠
っ
て
立

つ
正
風
の
歌
論
を
断
片
的
に
扱
い
、
景
樹
の
歌
論
の
延
長
に
位
置
付
け
る

か
し
な
が
ら
、

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
正
風
は
御
歌
所
派
の
最
た
る
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
先
行
研
究
は
乏
し
い
。
そ
の
た
め
、
正
風
の
歌
論
を
体
系
的
に
捉
え
、

そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
は
未
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歌
論
研
究

と
し
て
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
。

正
風
の
歌
論
の
は
ら
む
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、

ま
ず
手
始
め
に
本
稿
で
は
、
鉄
幹
・
子
規
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
流
派
と

模
倣
の
問
題
に
注
目
し
た
い
。

正
風
の
流
派
と
模
倣
に
対
す
る
意
識
を
考
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察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

正
風
が
新
派
に
よ
る
批
判
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
見
せ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
御
歌
所
派
歌
壇
の
状
況
を
知
る
手
掛
か
り
と
な

り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
一
面
的
で
あ
っ
た
正
風
の

歌
論
研
究
、
ま
た
は
評
価
に
対
し
、
新
た
な
歌
論
の
様
相
を
提
示
し
た
い
。

正
風
の
歌
論
に
お
け
る
流
派
と
模
倣
が
、
鉄
幹
と
子
規
の

批
判
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
変
質
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
の
内
実
に
つ

本
稿
で
は
、

い
て
の
考
察
を
試
み
る
。

「
鉄
幹
登
場
以
前
」

「
鉄
幹
登
場
か

そ
の
際
、

ら
子
規
登
場
以
前
」
「
子
規
登
場
以
後
」

の
三
つ
に
区
分
を
行
っ
た
。
「
亡

国
の
音
」
、

「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」

を
軸
に
据
え
、
時
間
の
流
れ
に
沿

っ
て
体
系
的
に
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。



今
回
、
明
治
二
十
年
以
降
に
発
表
さ
れ
た
正
風
の
歌
論
①

1
⑬
を
検
討

対
象
と
し
た
。
①

1
⑬
の
正
風
の
歌
論
と
鉄
幹
「
亡
国
の
音
」
、
子
規
「
歌

よ
み
に
与
ふ
る
書
」
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
し

か
し
本
稿
で
は
、
特
に
流
派
と
模
倣
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
た
め
、
全

て
の
歌
論
を
扱
う
こ
と
は
し
な
い
。

①
『
国
学
和
歌
改
良
論
高
崎
正
風
大
人
歌
論
附
』
小
中
村
義
象
・
萩
野

由
之
著
(
明
治
二
十
年
七
月

吉
川
半
七
発
行
)

小
中
村
義
象
「
国
学
改
良
論
」
と
萩
野
由
之

「
和
歌
改
良
論
」
と
か

ら
成
り
、

そ
の
巻
末
に
正
風
の
歌
論
が
附
さ
れ
て
い
る
。

②
「
高
崎
正
風
先
生
談
話
」
大
口
鍋
二
記
(
『
女
鑑
』
二
十
八
号
〈
明
治

二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
〉

「
漫
録
」
所
収
)

の

③
「
歌
の
本
原
(
承
前
ご
山
口
廼
家
筆
記
(
『
雅
学
新
誌
』
百
五
十
三
号

〈
明
治
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日
〉

の
「
論
説
」
所
収
)

前
号
『
雅
学
新
誌
』
百
五
十
二
号
の
続
き
で
あ
る
た
め
、
「
承
前
」

と
付
さ
れ
て
い
る
。
前
号
に
は
歌
論
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
検

討
対
象
と
し
て
い
な
い
。

@
「
歌
の
本
原
(
承
前
ご
山
口
廼
家
筆
記
(
『
雅
学
新
誌
』
百
五
十
四
号

〈
明
治
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日
〉

「
論
説
」
所
収
)

の

@
「
歌
の
本
原
(
承
前
)
」
山
口
廼
家
筆
記
(
『
雅
学
新
誌
』
百
五
十
五
号

〈
明
治
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日
〉

の
「
論
説
」
所
収
)

@
『
進
講
筆
記
』
香
川
景
敏
記
・
大
口
鯛
二
編
(
明
治
二
十
六
年
五
月
二

日
吉
川
半
七
発
行
)

巻
末
に
、
明
治
十
六
年
一
月
六
日
の
御
講
書
始
に
正
風
が
進
講
し
た

「
金
玉
の
説
」
を
後
世
に
残
し
伝
え
よ
う
と
、
香
川
景
敏
が
正
風
に

再
講
を
求
め
、
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑦
「
歌
の
本
原
(
承
前
ご
山
口
廼
家
筆
記
(
『
雅
学
新
誌
』
百
五
十
七
号

〈
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日
〉
の

「
論
説
」
所
収
)

@
「
歌
の
本
原
(
承
前
ご
山
口
廼
家
筆
記
(
『
雅
学
新
誌
』
百
六
十
号

「
論
説
」
所
収
)

「
歌
の
本
原
」
⑤
⑦
@
の
内
容
は
、
②
と
同
じ
で
あ
る
。

〈
明
治
二
十
六
年
九
月
二
十
七
日
〉

の

@
「
興
風
会
席
上
談
話
」
(
『
二
六
新
報
』
明
治
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
)

⑩
「
歌
の
話
」

司

d
Aιτ 

(
『
女
鑑
』
六
十
二
号
〈
明
治
二
十
七
年
五
月
五
日
〉

の

「
漫
録
」
所
収
)

か
し
、

は
「
興
風
会
席
上
談
話
」
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
。
し

「
興
風
会
席
上
談
話
」
に
は
い
く
つ
か
省
略
箇
所
が
あ
り
、

「
歌
の
話
」

「
歌
の
話
」

の
方
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
興
風
会
」

で
の
正

風
の
話
が

「
歌
の
話
」
と
し
て
『
女
鑑
』
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

λ
ノ。



与
謝
野
鉄
幹
「
亡
国
の
音
(
現
代
の
非
丈
夫
的
和
歌
を
罵
る
ご

(
『
二
六
新
報
』
・
明
治
二
十
七
年
五
月
十

1
十
八
日
)

⑪
『
高
崎
正
風
大
人
講
話
筆
記
』
山
本
行
範
記
(
明
治
三
十
年
三
月
一
日

中
西
嘉
助
発
行
)

内
題
下
に
「
明
治
二
十
九
年
四
月
十
八
日
夜
於
宇
田
翁
宅
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

⑫
「
歌
の
眼
目
」

一
号
〈
明
治
三
十
一
年
二
月
十
一
日
〉

の

(
『
心
の
花
』

「
論
説
」
所
収
)

正
岡
子
規
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」

(
『
日
本
』
・
明
治
三
十
一
年
二
月
十
二
日

i
三
月
四
日
)

⑬
「
星
岡
歌
話

(
『
心
の
花
』
二
号

歌
論
の
効
力
」
高
崎
正
風
口
演

「
漫
録
」
所
収
)

⑪
「
歌
の
要
点
」
(
『
心
の
花
』
二
巻
八
号
〈
明
治
三
十
二
年
八
月
十
一

「
筆
陣
」
所
収
)

〈
明
治
三
十
一
年
三
月
十
一
日
〉

の

日

の

⑮
『
高
崎
正
風
演
説
筆
記
』
遠
山
稲
子
速
記
(
明
治
三
十
四
年
八
月
二
十

日

三
上
庄
次
郎
編
輯
・
発
行
)

⑬
「
和
歌
の
調
」

(
『
し
き
し
ま
』
百
四
十
五
号
〈
明
治
三
十
六
年
一
月

二
十
日
〉
)

⑪
「
和
歌
の
真
精
神
」
(
『
わ
か
竹
』
三
巻
玉
号
〈
明
治
四
十
三
年
五
月

十
日
〉
)

本
文
の
前
に
、

「
左
記
一
文
は
御
歌
所
長
高
崎
男
の
も
の
せ
ら
れ
た

る
を
、
都
下
の
某
新
聞
に
掲
げ
し
な
り
。
世
上
幾
多
同
好
者
の
参
考

と
な
る
べ
き
こ
と
ヌ
も
多
け
れ
ば
全
文
を
本
欄
に
転
載
す
」
と
書
き

添
え
ら
れ
て
い
る
。

⑬
「
御
製
に
就
て
」
(
『
国
民
教
育
東
京
講
演
』
明
治
四
十
四
年
七
月
一

日
大
隈
重
信
監
修
・
大
隈
家
編
修
局
編
纂
丁
未
出
版
社
)

大
隈
重
信
の
序
と
小
引
に
よ
る
と
、
『
国
民
教
育
東
京
講
演
』
は
、

-48-

明
治
四
十
三
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
に
わ
た
っ
て
早

稲
田
大
学
で
催
さ
れ
た
国
民
教
育
講
習
会
の
第
一
回
講
演
会
を
速
記

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑬
『
歌
も
の
が
た
り
』
遠
山
稲
子
編
(
明
治
四
十
五
年
五
月
十
日

東
京

社

鉄
幹
登
場
以
前

鉄
幹
登
場
の
約
一
年
前
、
明
治
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日
の

「
歌
の
本

原
〈
承
前
)
」
(
③
)

正
風
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

注

に
お
い
て
、
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)
。し

か
る
に
今
の
世
の
歌
人
の
歌
を
見
れ
ば
、
延
喜
に
及
ば
ざ
る
数
等

な
る
こ
と
は
そ
も
/
¥
い
か
な
る
故
に
か
あ
ら
ん
。
実
に
歎
か
は
し

く
口
惜
し
き
限
な
り
。
是
れ
全
く
歌
と
い
ふ
も
の
〉
真
意
を
失
ひ
、

人
と
歌
と
離
隔
し
た
る
が
為
な
り
。

そ
の
真
意
と
は
、
古
今
の
序
に

貫
之
が
説
尽
さ
れ
て
後
の
歌
人
之
を
信
じ
、

之
を

ま
ざ
る
者
は
な

け
れ
ど
も
、
大
活
眼
を
聞
き
て
是
を
発
見
し
た
る
は
一
千
年
来
た
y

い
ま
正
風
の
と
く
所
は
紀

氏
の
説
に
も
と
づ
き
て
、
景
樹
翁
の
敷
演
し
た
る
と
こ
ろ
を
参
酌
し

香
川
景
樹
翁
一
人
と
も
い
ふ
べ
き
な
り
。

て
諸
君
に
取
次
ぐ
ま
で
に
て
一
つ
も
自
家
発
明
の
説
に
は
あ
ら
ざ
る

な
り
。

景
樹
は
、

「
真
意
」
が
貫
之
の
仮
名
序
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

歌
の

見
出
し
、
貫
之
の
説
を
押
し
広
げ
て
説
明
を
加
え
、
自
ら
の
論
と
し
て
成

立
さ
せ
た
。
正
風
は
自
説
を
持
た
ず
、
あ
く
ま
で
景
樹
の
論
を
「
取
次
ぐ
」

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
正
風
の
歌
論
は
古
今
集
を
尊
重
す
る

景
樹
の
説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
ヶ
月
後
の
三
月
二
十
七
日
「
歌
の
本
原
(
承
前
)
」
(
④
)
で
は
、
「
歌

入
社
会
」
に
お
け
る
「
弊
」
に
つ
い
で
、

又
こ
〉
に
歌
人
社
会
に
一
の
弊
あ
り
。
甲
地
に
は
某
宗
匠
の
社
中
、

乙
地
に
は
何
先
生
の
門
下
な
ど
一
部
々
々
垣
を
ゆ
ひ
、
所
謂
割
拠
の

研
究
上
弊
害
少
な
か

体
を
為
せ
り
。
大
に
自
他
交
通
の
道
を
塞
ぎ
、

ら
ず
。
速
に
此
弊
を
一
掃
し
て
、

互
に
摘
壁
を
除
き
て
此
道
を
拡
張

す
可
し
。
吾
国
に
於
て
開
聞
以
来
連
綿
と
し
て
伝
は
り
来
り
し
も
の

は
、
恐
多
き
事
な
が
ら
万
世
一
系
の
皇
統
に
つ
ぎ
で
は
、
此
歌
の
道

一
筋
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
本
邦
古
来
文
物
多
く
は
支
那
朝
鮮
に
取
り

し
は
、
今
日
百
般
の
模
範
を
欧
米
各
国
に
取
に
閉
じ
。
然
る
に
、
此

歌
ば
か
り
は
純
粋
な
る
吾
国
固
有
の
文
学
に
て
基
も
他
邦
の
事
物
を

交
へ
ざ
る
貴
重
の
特
有
天
産
と
も
称
す
可
き
物
な
れ
ば
、
益
々
こ
れ

を
拡
張
し
て
皇
統
と
共
に
天
壌
(
注
9
)
無
窮
の
隆
盛
を
期
す
可
き

な
り
。

と
、
あ
る
場
所
で
は
某
師
の
同
門
ら
が
、
ま
た
あ
る
場
所
で
は
某
先
生
の

門
弟
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
垣
根
を
作
り
、
そ
の
場
所
を
拠
り
所
と
し
て
勢
力
を

nu 

d
性

張
っ
て
い
る
と
言
う
。

正
風
は
、
こ
の
状
況
が
流
派
を
越
え
て
の
往
来
や

交
流
を
遮
断
し
て
し
ま
い
、
歌
道
研
究
の
弊
害
と
な
っ
て
い
る
と
し
、
流

派
間
の
隔
て
を
取
り
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
の
道
を
押
し
広
め
、
充
実

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
約
一
ヶ
月
後
の
五
月
二
日
の
『
進
講
筆
記
』
(
@
)

に
お
い
て
正
風
は
、

(
前
略
)
往
古
よ
り
此
み
ち
を
論
じ
た
る
書
籍
は
随
分
沢
山
で
ご
ざ

り
ま
す
る
が
、
其
中
に
て
紀
貫
之
が
満
腔
の
精
神
を
揮
ひ
、
や
ま
と

歌
の
神
髄
を
説
尽
し
置
き
ま
し
た
此
序
文
に
勝
る
も
の
は
ご
ざ
り
ま

せ
ぬ
。
就
中
万
世
歌
道
の
規
矩
準
縄
と
も
仰
ぎ
尚
む
べ
き
確
言
は
、



発
端
の
一
章
に
言
ひ
あ
ら
は
し
て
ご
ざ
り
ま
す
る
が
、
(
後
略
)

と
、
仮
名
序
は
「
歌
道
の
規
矩
準
縄
」
で
あ
る
と
言
う
。
明
治
二
十
六
年
、

正
風
は
流
派
間
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
持
ち
、
歌
道
の
拡
充
を
訴
え
る

一
方
で
、
景
樹
の
説
を
「
取
次
ぐ
」
こ
と
を
宣
言
し
、

ま
た
自
ら
が
傾
倒

す
る
仮
名
序
を
標
梼
し
た
の
で
あ
る
。

公
然
と
こ
の
よ
う
に
唱
え
る
こ
と

に
よ
り
、
結
果
的
に
図
ら
ず
も
「
流
派
」
に
対
す
る
強
い
執
着
を
示
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

鉄
幹
登
場
か
ら
子
規
登
場
以
前

鉄
幹
は
、
御
歌
所
派
が
拠
っ
て
立
つ
古
今
集
の

「
師
授
」
と
「
模
倣
」

カ2

「
非
丈
夫
的
和
歌
」
.
を
産
出
し
て
い
る
と
し
、
御
歌
所
派
を
真
っ
向
か

ら
否
定
し
た
。
鉄
幹
に
と
っ
て
、
御
歌
所
派
が
仮
名
序
を
繰
り
返
し
唱
え
、

古
今
集
を
手
本
と
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

「
師
授
」

「
模
倣
」

で
あ
り
、

で

あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
阻
習
を
継
承
し
て
い
く
御
歌
所
派
の
作
歌
態
度
を

切
り
捨
て
た
の
で
あ
る
。

『
高
崎
正
風
大
人
講
話
筆
記
』
(
⑪
、

以
下
『
講
話
筆
記
』
と
略
す
)

は
、
鉄
幹
の

「
亡
国
の
音
」
発
表
に
よ
っ
て
短
歌
革
新
へ
の
口
火
が
切
ら

れ
た
二
年
後
に
述
べ
ら
れ
た
歌
論
で
あ
る
。

回

却
説
此
度
は
病
後
保
養
の
為
に
紀
州
湯
崎
の
温
泉
に
在
り
し
が
、
旅

寓
を
屡
訪
は
る
〉
宇
井
八
十
一
郎
可
道
と
い
ふ
人
あ
り
き
。
至
極
の

歌
好
に
て
い
つ
も
い
つ
も
斯
道
の
話
の
み
せ
ら
れ
き
。
こ
の
人
は
熊

代
繁
里
の
門
人
に
て
熱
心
な
る
事
と
記
臆
強
く
て
古
歌
な
ど
を
暗
詞

す
る
事
と
は
実
に
感
ず
べ
き
人
な
り
。

こ
の
人
終
始
斯
道
の
流
派
に

就
き
て
彼
是
と
い
は
れ
、
切
に
己
の
説
を
も
と
め
て
止
ま
ざ
れ
ば
、

己
い
は
く
「
歌
に
流
儀
と
い
ふ
事
あ
る
べ
き
か
は
。
師
弟
と
い
ふ
事

あ
る
べ
き
か
は
。
も
し
流
儀
と
い
ひ
、
師
弟
と
い
ふ
も
の
〉
必
要
あ

り
と
い
は

y
、
古
の
名
人
達
を
い
か
に
せ
む
。
人
丸
、
赤
人
、
貫
之
、

射
恒
な
ど
は
師
匠
も
な
く
、
弟
子
も
な
き
に
あ
ら
ず
や
。
こ
れ
明
ら

n
U
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け
き
証
な
り
。

只
後
世
に
至
り
て
、
師
に
就
き
て
割
引
ば
ざ
る
を
得
ざ

る
事
と
な
れ
る
は
、
全
く
歌
と
人
と
別
に
な
り
、
詞
に
雅
俗
の
差
別

起
り
、

又
学
者
遺
勤
め
て
雅
俗
の
聞
を
離
隔
せ
し
め
し
故
な
り
。
故

に
今
日
に
て
は
師
に
就
く
事
を
あ
し
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
徒

に
流
儀
争
な
ど
を
し
て
剣
道
の
本
意
を
失
ふ
は
嘆
く
べ
き
事
な
り
。
」

回

さ
て
歌
は
理
屈
を
先
と
し
て
よ
む
事
こ
れ
有
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。

後
世
斯
道
の
表
へ
し
は
種
々
の
原
因
あ
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
道
理
に

て
歌
を
論
ず
る
弊
害
も
そ
の
一
原
因
た
る
事
は
免
る
べ
か
ら
ず
。

そ

も
「
道
理
道
理
」
と
い
へ
ど
も

1
唱
目
前
の
理
屈
の
み
に
て
真
理
に

あ
ら
ず
。
真
理
は
奥
深
く
し
て
容
易
に
見
出
し
難
き
も
の
な
り
。
こ



の
真
理
に
も
あ
ら
ざ
る
表
面
の
理
屈
の
み
に
わ
た
る
時
は
、
所
謂
績

に
理
に
わ
た
れ
ば
天
地
の
感
を
塞
ぐ
な
り
。
後

歌
の
凶
弔
問
は
開
け

た
れ
ど
も
人
丸
も
う
ま
れ
ず
、
貫
之
も
出
で
ず
。

只
歌
は
一
の
芸
道

と
な
り
、
流
派
を
立
て
〉
よ
む
事
と
な
り
。
只
々
師
匠
と
同
じ
さ
ま

の
歌
を
よ
し
と
思
ふ
や
う
に
な
り
し
は
誠
に
慨
く
べ
き
こ
と
な
り
。

こ
の
師
匠
に
よ
く
似
た
る
を
よ
き
歌
な
り
と
い
ふ
こ
と
は
実
に
愚
な

る
事
な
り
。
斯
く
て
は
歌
は
全
く
死
物
と
な
り
を
は
る
な
り
。
歌
は

活
物
に
て
、

そ
の
境
遇
に
よ
り
弔
岩
万
別
な
る
が

そ
の
人
に
よ
り
、

当
然
の
事
な
り
。

お
ほ
よ
そ
天
地
問
の
活
物
に
一
と
し
て
寸
分
違
は

ず
と
い
ふ
も
の
は
な
し
。
皆
よ
く
似
た
る
中
に
も
箇
々
別
々
多
少
の

差
別
あ
る
事
な
り
。
第
一
確
な
る
証
拠
は
こ
の
人
の
面
な
り
。
世
界

に
あ
る
無
数
の
人
一
人
と
し
て
他
と
寸
分
違
は
ぬ
面
の
人
は
な
し
。

そ
の
人
の
特
色
あ
り
て
、
誰
彼
を
分
別
せ
ら

る
〉
も
の
な
れ
。
さ
ら
ず
ぱ
、
甚
紛
ら
は
し
く
て
差
別
に
苦
し
む
事

な
る
べ
し
。
筆
を
も
て
人
の
面
を
描
く
に
千
人
以
上
の
人
の
面
を
か

こ
れ
に
よ
り
て
こ
そ
、

き
わ
く
る
事
難
し
と
聞
く
。
是
画
は
死
物
な
る
が
故
に
然
る
な
り
。

禽
獣
の
面
な
ど
は
人
よ
り
し
て
見
る
と
き
は
、

い
づ
れ
も
同
一
の
如

く
な
れ
ど
も
、

こ
れ
も
千
差
万
別
な
り
。

己
も
馬
を
飼
は

(
中
略
)

ぬ|

は
馬
の
面
は
皆
等
し
き
も
の
と
思
へ
り
し
を
、

み
づ
か
ら
愛
養

し
て
之
を
見
れ
ば
、

い
づ
れ
も
異
な
る
容
貌
あ
り
て
少
し
も
紛
る
』

も
の
に
あ
ら
ず
。

こ
れ
を
も
て
考
ふ
る
時
は
そ
の
出
来
工
合
に
よ
り

て
異
な
る
が
活
物
の
常
態
な
り
。
歌
亦
か
く
の
知
し
。
そ
の
人
そ
の

そ
の
時
そ
の
時
の
感
慨
に
よ
り
て
、
千
差
万
別
な
る
べ

人
の
性
情
、

き
な
り
。
然
る
に
人
ま
ね
し
て
師
匠
と
同
じ
調
の
歌
よ
ま
む
な
ど
と

思
ひ
措
ふ
る
事
は
い
と
愚
な
る
事
な
り
。

回
・
回
の
正
風
の
発
言
か
ら
は
、
少
な
か
ら
ず
「
亡
国
の
音
」

正
風
は
、

の
影
響

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
流
派
」

に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め

ら
れ
た
際
、
貫
之
等
を
引
き
合
い
に
出
し
て
「
流
儀
」
と

要
性
を
認
め
な
い
立
場
を
示
し
た
(
困
)
。
し
か
し
、
「
歌
と
人
と
別
に

の
区
別
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

「
師
弟
」

の
必

な
り
」
、
学
者
た
ち
が

「
雅
俗
」

-51-

師
か
ら
学
ん
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
言
う
。
師
に
教
え

を
請
う
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

「
流
儀
」

に
固
執
す

「
師
弟
」

る
あ
ま
り
、
「
流
儀
争
」
が
生
じ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
歌
の
本
質
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
に
正
風
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

前
掲
の

「
歌
の
本
原
(
承
前
ご

(
④
)
 

正

を
思
い
返
し
て
み
る
と
、

風
は
歌
道
発
展
の
た
め
に
流
派
間
の
垣
根
を
取
り
払
う
こ
と
は
訴
え
た

が
、
「
流
派
」
の
存
在
自
体
は
否
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
回
で
は
そ
の
存
在
自
体
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
④
と
固

に
お
け
る
正
風
の
「
流
派
」
意
識
は
変
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
鉄
幹

の
御
歌
所
派
批
判
の
影
響
を
受
け
て
、
立
場
を
変
え
た
と
思
わ
れ
る
。

固
に
お
い
て
は
、
正
風
は
、
後
世
の
歌
道
の
衰
え
の
原
因
と
し
て
、
「
道



理
」
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
外
面
上
の

「
理
屈
」

に
ば
か
り
重
き
が
置
か

れ
、
歌
に
「
真
理
」
が
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
「
師
匠
」

の
歌
を
模
倣

す
る
こ
と
の
二
つ
を
挙
げ
た
。
師
の
歌
を
「
模
倣
」
す
る
こ
と
は
歌
の
「
死

物
」
化
で
あ
る
と
正
風
は
言
う
。
世
の
中
の
全
て
の

あ
り
、
全
く
同
じ
物
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。
歌
も
「
活
物
」

「
活
物
」
に
差
異
が

で
あ
る

か
ら
、
物
事
に
深
く
感
じ
た
思
い
も
ま
た
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
べ
き
だ
と

す
る
。
正
風
は
古
今
集
を
至
上
歌
集
と
し
、
歌
の
手
本
と
は
す
る
が
、
「
模

倣
」
は
し
な
い
と
い
う
立
場
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鉄
幹
の

「
流
派
」

「
模
倣
」

の
否
定
に
対
し
、
『
講

と

話
筆
記
』
に
お
け
る
正
風
の
発
言
は
、
論
点
を
ず
ら
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

己
が
御
歌
所
長
と
し
て
諸
君
に
望
む
は
、

以
上
述
べ
た
る
所
の
真
正

の
歌
を
よ
み
出
で
ら
れ
む
事
な
り
。

そ
の
真
正
の
歌
を
よ
む
に
は
、

こ
の
紀
氏
の
金
科
玉
条
と
し
て
書
き
お
か
れ
た
る
序
文
を
よ
く
よ
く

翫
味
す
る
に
知
く
は
な
し
。

「
模
倣
」
の
否
定
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
ま
た

『
進
講
筆
記
』
(
@
)
同
様
に
、
仮
名
序
を
「
金
科
玉
条
」
と
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
守
る
べ
き
教
え
は
仮
名
序
に
尽
き

「
流
派
」
と

る
こ
と
を
再
び
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
桂
園
派
の
継
承
を
堅
持
す
る
立

場
を
自
ず
と
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
明
治
二
十
九
年
五
月
六
日
付
の
『
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

た
「
国
歌
覇
権
も
亦
た
薩
人
に
帰
す
か
」
と
題
さ
れ
た
記
事
か
ら
、
鉄
幹

登
場
以
後
の
御
歌
所
歌
壇
の
状
況
を
見
て
み
る
。

政
権
の
薩
人
に
帰
し
、
武
権
の
薩
人
に
帰
し
、
時
と
し
て
は
枢
要
な

る
会
社
の
主
権
も
薩
人
に
帰
す
る
こ
と
は
人
皆
之
を
知
れ
ど
も
、
国

歌
の
権
ま
で
薩
人
に
帰
す
べ
し
と
は
思
は
ざ
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
、

方
今
我
国
に
て
国
歌
の
名
流
を
屈
指
す
れ
ば
、
高
崎
正
風
、
黒
田
清

綱
の
二
氏
、
税
所
篤
子
女
史
を
推
す
者
多
し
(
地
位
に
も
由
る
)
。

二
氏
及
一
女
史
共
に
鹿
児
島
人
に
し
て
、
故
八
田
翁
に
受
け
た
る
も

の
な
り
。
他
に
は
国
歌
の
本
場
た
る
京
都
出
身
の
人
人
に
は
、
近
衛

忠
照
、
東
久
世
通
語
、
久
我
建
通
の
三
卿
を
推
し
、
幕
府
出
身
の
人

々
を
挙
ぐ
れ
ば
、
鈴
木
重
嶺
氏
等
を
推
せ
ど
、
世
論
は
概
し
て
薩
の

ワ臼F
h
u
 

二
氏
一
女
史
を
推
す
な
り
。
鹿
児
島
の
勢
力
大
な
り
と
云
ふ
ベ
し
。

和
歌
の
実
力
か
官
爵
の
影
響
か
は
容
易
に
判

す
可
ら
ず
。

明
治
二
十
九
年
に
お
い
て

「
政
権
」
「
武
権
」

の
み

「
会
社
の
主
権
」

な
ら
ず
、

「
国
歌
の
権
」
ま
で
も
「
薩
人
」
が
握
っ
て
い
た
状
況
が
知
ら

れ
る
。
「
国
歌
の
名
流
」
と
し
て
も
鹿
児
島
出
身
者
が
三
人
も
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
評
価
も
、
末
尾
の
「
和
歌
の
実
力
か
官
爵
の
影
響
か
容

易
に
判
断
す
可
ら
ず
」
と
い
う
皮
肉
な
表
現
を
伴
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
明
治
二
十
七
年
に
鉄
幹
は
御
歌
所
派
批
判
を
展
開
し
た
が
、

明
治

二
十
九
年
時
点
に
お
い
て
、
鹿
児
島
出
身
者
は
な
お
御
歌
所
に
威
勢
を
ふ

る
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
通
り

「
亡
国
の
音
」



前
後
で
は
、
正
風
の
「
流
派
」
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
、

こ
の
記
事
の
皮
肉
な
結
び
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
新
派
の
革
新
運
動
は
確

実
に
進
ん
で
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

四

子
規
登
場
以
後

「
亡
国
の
音
」

か
ら
四
年
後
、

子
規
も
ま
た
、
貫
之
と
古
今
集
を
称
揚

す
る
御
歌
所
派
を
論
難
し
た
。

「
十
た
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
(
三
月

四
日
)

で
は
、
「
御
歌
所
と
て
え
ら
い
人
が
集
ま
る
筈
も
無
く
、
御
歌
所

長
と
て
必
ず
し
も
第
一
流
の
人
が
座
る
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
く
候
」
(
注
叩
)

と
罵
倒
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
歌
所
派
全
般
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
正

風
批
判
に
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

今
日
は
歌
よ
み
な
る
者
皆
無
の
時
な
れ
ど
、

そ
れ
で
も
側
副
珂
湖
判

り
上
手
な
る
歌
よ
み
な
ら
ば
民
間
に
可
有
之
候
。

田
舎
の
者
が
元
勲

を
崇
拝
し
、
大
臣
を
え
ら
い
者
に
思
ひ
、
政
治
上
の
力
量
も
識
見
も

冗
勲
大
臣
が
一
番
に
位
す
る
者
と
迷
信
致
候
結
果
、
新
聞
記
者
な
ど

が
大
臣
を
誹
る
を
見
て

「
い
く
ら
新
聞
屋
が
法
螺
吹
い
た
と
て
、
大

臣
は
親
任
官
、
新
聞
屋
は
素
寒
貧
、
月
と
泥
篭
程
の
違
ひ
だ
」
な
ど

-
』
罵
り
申
候
。

「
御
歌
所
連
よ
り
上
手
な
る
歌
よ
み
な
ら
ば
民
間
に
可
有
之
候
」
や
「
政

治
上
の
力
量
も
識
見
も
元
勲
大
臣
が
一
番
に
位
す
る
者
と
迷
信
致
候
」
と

も
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
御
歌
所
の
枢
要
な
地
位
を
占
め
る
鹿

児
島
人
に
対
す
る
子
規
の
反
発
が
あ
っ
た
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

御
歌
所
派
批
判
の
背
景
に
は
、
決
し
て
御
歌
所
そ
の
も
の
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
薩
州
閥
と
明
治
政
府
に
対
す
る
反
発
が
存
在
す
る
。

「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」

か
ら
約
一
週
間
後
、

正
風
は

「
星
岡
歌
話

歌
論
の
効
力
」
(
明
治
三
十
一
年
三
月
十
一
日
、
⑬
)

に
お
い
て
、

以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
き
こ
ろ
雑
誌
に
も
、
新
聞
に
も
、
歌
の
事
を
論
ず
る
も
の
う
る
さ

qu 
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き
ま
で
な
れ
ど
、

そ
の
論
の
よ
き
に
も
似
ず
、

そ
の
人
の
よ
め
る
歌

に
感
ず
べ
き
が
見
え
山
こ
そ
あ
や
し
け
れ
。
な
ど
か
歌
を
論
ず
る
こ

と
を
後
に
し
て
、
ま
づ
み
づ
か
ら
ま
こ
と
の
歌
を
よ
み
て
人
の
模
範

か
与
る
あ
り
さ
ま
ど
も
み
わ
た
じ
て

と
せ
ん
こ
と
を
つ
と
め
ざ
る
。

は
あ
ぢ
き
な
き
こ
〉
ち
ぞ
せ
ら
る
与
や
。

ま
た
、

子
規
登
場
か
ら
約
一
年
後
の
明
治
三
十
二
年
八
月
十
一
日
に
掲

載
さ
れ
た
「
歌
の
要
点
」
(
⑬
)
で
も

近
来
種
々
の
歌
の
団
体
起
り
、

か
に
か
く
と
あ
げ
つ
ら
ふ
も
の
お
ほ

し
。
こ
れ
も
劃
の
風
潮
に
伴
ふ
も
の
な
れ
問
、
歌
道
の
為
に
は
発
達

の
始
め
と
で
も
い
ふ
べ
き
か
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
規
登
場
以
後
に
な
る
と
、
新
派
興
隆
の
機



運
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
続
け

て
「
歌
の
要
点
」

か
ら
引
用
を
行
う
。

回

お
の
れ
は
、
も
と
景
樹
派
よ
り
出
で
た
り
と
い
へ
ど
も
、
真
淵
あ
る

は
景
樹
其
他
の
流
派
に
拘
泥
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

只
古
人
の
道
を

祖
述
し
、

そ
の
あ
と
を
ふ
む
も
の
に
し
て
、
別
に
独
創
の
意
見
を
有

す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
持
論
と
し
て
語
り
公
に
す
べ
き
も
の
な
し
。

回

毎
年
宮
中
御
歌
会
の
折
、
詠
進
の
歌
も
多
く
出
づ
る
を
見
れ
ど
、
真

に
嵯
嘆
の
余
、
世
に
発
し
た
る
も
の
は
甚
だ
少
な
し
。
理
屈
に
よ
る

竹
創
詞
叫
刈
引
司
剥
引
剖
州
司
司
副
叫
樹
倒
U
叫
引
叫
例
多

く
し
て
、
古
人
に
凌
駕
す
る
も
の
出
で
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
、
こ
料

の
み
は
古
人
よ
り
謹
か
に
劣
れ
る
は
嘆
ず
刈
き
の
至
り
な
ら
明
唱
。

回
で
は
、

「
宮
中
御
歌
会
」

の
詠
進
歌
に
つ
い
て
触
れ
、

「
真
に
嵯
嘆

の
余
」
に
発
し
た
歌
が
少
な
い
こ
と
を
憂
え
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
理
屈
」

や
「
縁
語
」
に
依
拠
す
る
歌
、
或
い
は

「
古
歌
」
を
「
模
倣
」
す
る
歌
が

多
い
こ
と
に
あ
る
と
言
う
。
『
講
話
筆
記
』
(
⑪
)

と
同
じ
く
、
「
模
倣
」

に
反
対
す
る
考
え
を
再
度
明
ら
か
に
し
た
と
言
え
る
。
ー

ま
た
、

正
風
は
冒
頭
で
、
自
ら
の

「
流
派
」
に
つ
い
て
「
も
と
景
樹
派

よ
り
出
で
た
り
と
い
へ
ど
も
、
真
淵
あ
る
は
景
樹
其
他
の
流
派
に
拘
泥
す

る
も
の
に
あ
ら
ず
」

「
景
樹
派
」
出
身
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら

と

も
、
「
流
派
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
立
場
を
示
し
た
(
回
)
。

ら
わ
れ
ず
、
「
古
人
の
道
を
祖
述
し
、
そ
の
あ
と
を
ふ
む
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
連
想
さ
れ
る
の
が
、
明
治
二
十
六
年
二
月
二
十
七

「
流
派
」
に
と

日
の

「
歌
の
本
原
(
承
前
)
」
(
③
)

正
風
は
景
樹
の
説
を
劃

で
あ
る
。

酌
し
、

そ
れ
を
「
取
次
ぐ
」
と
言
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
非
難
を
浴
び
て

「
流
派
」
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
以
上
は
、
景
樹
と
い
う
固
有
名
詞
を
出

す
こ
と
を
あ
え
て
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、

明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
日
の

「
和
歌
の
調
」
(
⑮
)

お

い
て
は
、

A-
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(
前
略
)
桂
園
翁
の
調
の
説
は
さ
ま
六
¥
あ
っ
て
、

い
づ
れ
も
金
玉

の
論
に
相
違
無
い
け
む
共
、
其
時
に
緩
急
あ
り
、
人
に
賢
愚
が
あ
る

料
引
ォ
剥
制
剖
利
引
司
到
叫
瑚
剖
刈
叶
同
制
川
副
引
到
剛
例
制
引
凶

当
然
で
あ
る
。
]
対
れ
で
あ
る
か
ら
、
能
く
翫
味
し
、
能
く
阻
輯
し
て

其
滋
養
に
成
る
部
分
丈
け
を
吸
収
せ
ね
ば
、
身
に
益
な
き
の
み
な
ら

ず
、
却
て
害
に
成
る
事
が
あ
ら
ふ
と
思
ふ
。

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
調
の
説
」

は
賞
美
す
べ
き
歌
論
に
他
な
ら
な

、.9
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そ
の
説
に
は
諸
説
あ
る
の
で
、
十
分
に
熟
慮
し
て
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、

「
調
の
説
」
と
い
え
ど

も
弊
害
と
な
り
得
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

正
風
の
景
樹
に
対
す
る
評
価

が
後
退
し
て
き
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



正
風
逝
去
の
約
三
ヶ
月
後
の
明
治
四
十
五
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
歌

も
の
が
た
り
』
に
収
録
さ
れ
る

「
歌
道
に
旧
派
と
新
派
と
の
別
あ
り
や
」

(注

H
)
を
引
用
し
、

正
風
の
新
旧
派
論
を
見
て
み
る
。

因

聞
をl歌
受!道
け|の
る|新
が|派
、!と
';:1旧

il派
，';1と
ぷ|い
え!ふ
~~I 事
、

判|22
然|併
と v • 

其|て
区|由

別|主
が12
分l麿
;.~ I々

ぷ|手
7l~ 

の
弔|ら
¥|質

何
時
も
其
旨
を
答
へ
て
居
っ
た
。

と
こ
ろ
が
或
附
歌
人
が
間
多
列
席

し
て
居
る
場
所
に
て
矢
張
り
其
質
問
が
出
た
か
ら
、
自
分
は
又
々
其

通
り
に
答
へ
る
と
、
質
問
者
の
一
人
が
進
ん
で
、
「
高
崎
先
生
は
毎

時
も
あ
の
様
に
答
へ
ら
る
〉
が
、
察
す
る
に
先
生
に
し
て
此
の
両
派

の
倒
れ
が
是
、
作
れ
が
非
と
い
ふ
事
が
お
分
り
に
成
ら
ぬ
筈
は
無
い

が
、
是
は
必
然
那
方
で
も
一
方
へ
加
担
す
る
と
他
の
一
方
か
ら
恨
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
敵
を
取
る
の
が
嫌
さ
に
わ
ざ
と
言
葉

を
左
右
に
託
し
て
言
は
れ
ぬ
の
で
あ
ら
う
。
」
と
斯
う
い
ひ
出
し
た
。

夫
か
ら
私
が
答
へ
た
。

「
い
や
是
は
甚
だ
迷
惑
で
あ
る
。
実
際
和
は

此
事
に
就
て
は
研
究
し
て
居
る
が
、
自
分
に
も
分
ら

か
ら
分
ら
山

と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、

そ
ん
な
ら
先
づ
貴
君
に
お
尋
ね
し
よ
う
。

体
歌
と
い
ふ
も
の
は
活
物
で
あ
る
と
思
ふ
か
、

死
物
で
あ
る
と
思
は

る
〉
か
。
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
が
、
其
人
は
「
無
論
活
物
で
あ
る
。
」

と
い
は
れ
た
。
夫
か
ら
私
が
尚
語
を
続
い
て
、
「
歌
が
死
物
で
あ
る

と
い
ふ
以
上
は
何
も
い
ふ
に
は
足
ら
な
い
が
、
活
物
で
あ
る
と
言
ふ

こ
と
が
了
解
っ
て
居
る
な
ら
ば
、
夫
で
よ
ろ
し
い
。
就
い
て
は
此
事

を
論
ず
る
前
に
、
先
づ
あ
る
他
の
も
の
に
就
い
て
、
二
三
の
例
を
挙

げ
て
見
ゃ
う
。

第
一
吾
々
人
聞
は
活
物
で
あ
る
が
、
此
人
間
を
新
派
か
旧
派
か
と

云
ふ
こ
と
に
つ
い
て
解
決
し
ゃ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
な
か
ノ
¥
困

難
な
こ
と
で
あ
る
。
新
派
か
と
思
ふ
と
旧
派
で
あ
り
、
さ
て
旧
派
か

と
思
ふ
と
新
派
で
あ
っ
て
暖
昧
模
糊
と
し
て
何
う
し
て
も
私
に
は

方
に
決
定
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。

因

し
て
見
る
と
、
外
形
の
上
か
ら
新
派
旧
派
と
い
ふ
こ
と
は
無
い
こ

F
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と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
誰
で
も
亦
誠
さ
へ
発
す
れ
ば
、
多
少
の
感
情

は
有
る
の
で
あ
る
か
ら
、
外
形
は
古
今
集
に
似
て
居
っ
て
も
万
葉
集

に
似
て
居
っ
て
も
、
夫
は
形
の
こ
と
で
、
言
ひ
詰
め
て
見
る
と
、
人

間
の
旧
派
と
同
じ
こ
と
で
精
神
は
悉
く
か
は
っ
て
居
る
。
単
り
動
物

相
り
で
無
く
、
植
物
で
も
其
通
り
で
、
松
は
神
代
か
ら
の
二
葉
で
あ

っ
て
、

又
其
関
の
色
も
全
然
旧
保
の
ま
L

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
却
つ

て
其
旧
派
の
と
こ
ろ
を
世
の
人
が
愛
し
て
居
る
。
け
れ
共
、
其
枝
振
、

木
の
大
小
は
一
様
の
も
の
は
無
く
、
皆
ち
が
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

桜
の
花
も
其
通
り
、
毎
年
同
じ
や
う
な
色
に
は
咲
く
が
、
決
し
て
夫

が
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
菊
も
其
通
り
、
毎
年
同
じ
花
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
新
し
く
咲
く
か
ら
、
や
は
り
新
し
く
人
に
感
ず
る
の
で
あ



る
。
誰
も
毎
年
同
じ
ゃ
う
に
咲
く
花
で
あ
る
か
ら
、

面
白
く
無
い
と

い
ふ
人
は
無
い
。
何
年
に
成
っ
て
も
矢
張
り
花
に
向
へ
ば
嬉
し
く
、

美
麗
し
く
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
即
活
物
で
あ
る
か
ら
で
あ

っ
て
、
も
し
是
れ
が
ま
ね
を
し
て
模
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

死
物
で
あ
る
か
ら
決
し
て
人
を
感
ぜ
し
む
る
こ
と
は
出
来
向
。

斯
様
な
訳
で
、

天
地
問
の
も
の
は
活
物
で
あ
る
以
上
は
、
皆
形
は

旧
派
で
も
心
は
新
派
で
あ
る
か
ら
、

私
に
は
到
底
旧
派
新
派
と
い
ふ

こ
と
の
解
決
は
出
来
ぬ
訳
で
あ
る
。

正
風
は
「
旧
派
と
新
派
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
請
わ
れ
、
新
旧
派
の
区

別
が
分
か
ら
な
い
と
答
え
て
い
る
(
因
)
。
な
ぜ
な
ら
、
「
天
地
問
の
も

の
は
活
物
で
あ
る
以
上
は
、
皆
形
は
旧
派
で
も
心
は
新
派
で
あ
る
か
ら
」

だ
と
す
る
(
因
)
。
そ
れ
は
、
昔
と
変
わ
ら
ず
形
を
保
ち
続
け
て
い
る
点

「
旧
派
」
で
あ
る
が
、
そ
の
心
は
一
様
で
は
な
い
の
で
「
新
派
」
で

つ
ま
り
「
旧
派
と
新
派
」
の
違
い
は
な
い
と
い
う
こ
と
な

で
は

も
あ
る
と
し
、

の
で
あ
る
。

ま
す
ま
す
革
新
の
機
運
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
正
風
は
御
歌
所
長
と
い
う
立
場
上
、
短
歌
革
新
や
流
派
に
つ
い
て
の

子
規
の
登
場
以
後
は
、

意
見
を
求
め
ら
れ
る
機
会
も
多
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
御
歌
所
長
と
し

て
の
明
確
な
意
見
を
期
待
さ
れ
て
い
た
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

正
風
の

発
言
に
は
ズ
レ
が
生
じ
、
逃
げ
口
上
の
よ
う
な
言
い
方
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。

五

お
わ
り
に

鉄
幹
登
場
以
前
の
明
治
二
十
六
年
に
は
、
古
今
集
を
立
脚
点
と
す
る
景

樹
の
説
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と

(@)、

「
流
派
」

の
垣
根
を
越
え

ま
た

て
歌
道
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
を
訴
え
た

(
④
)
。
明
治
二
十
七
年
の
鉄

幹
に
よ
る
激
し
い
論
難
を
受
け
た
後
に
は
、
「
流
派
」

の
存
在
を
認
め
な

い
立
場
を
表
明
す
る

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
三
十
一
年

(⑪)。

の
子
規
の
批
判
後
は
、
自
ら
を
「
景
樹
派
」
出
身
で
あ
る
と
認
め
る
一
方

戸

h
u
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で
、
「
流
派
」
に
こ
だ
わ
ら
な
い
立
場
を
示
す
(
⑭
)
。
「
古
人
」

の
説
を

受
け
継
ぐ
こ
と
を
表
明
し

(
⑪
)
、
景
樹
の
説
と
い
え
ど
も
よ
く
吟
味
し

う
に
、

正
風
の

(
⑮
)
。
こ
の
よ

「
流
派
」
に
対
す
る
意
識
と
立
場
は
確
実
に
変
質
し
て
い

な
け
れ
ば
弊
害
と
な
り
得
る
こ
と
を
訴
え
る
の
で
あ
る

っ
た
。

正
風
は
、
御
歌
所
派
批
判
を
受
け
て
、

そ
れ
ら
を
引
き
取
る
こ
と

で
直
接
反
論
は
せ
ず
に
、
消
極
的
反
応
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

そ
れ
が
変
質
の
原
因
で
あ
る
。

正
風
は
鉄
幹
や
子
規
の
批
判
に
対
し
て
、

自
分
も
「
流
派
」
と
「
模
倣
」
に
は
価
値
を
置
い
て
い
な
い
と
か
わ
し
て

し
か
し
、
古
今
集
を
至

上
歌
集
と
す
る
景
樹
以
来
の
桂
園
派
を
継
承
す
る
こ
と
、
古
今
集
に
依
拠

見
せ
て
、
実
の
と
こ
ろ
逃
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。



す
る
こ
と
自
体
が
、
「
流
派
」

「
模
倣
」

で
あ
り

で
あ
る
と
す
る
鉄
幹
・

子
規
と
、
古
今
集
を
重
視
す
る
が
、
「
流
派
」
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
ま
た

「
模
倣
」
は
し
な
い
と
言
う
正
風
の
認
識
に
は
阻
簡
が
生
じ
て
い

古
人
の

た。
鉄
幹
や
子
規
の
発
言
を
契
機
に
、
草
新
運
動
は
激
化
し
、
徐
々
に
正
風

の
確
固
た
る
地
位
も
揺
ら
ぎ
始
め
て
く
る
。
新
派
勢
力
が
次
第
に
拡
大
し

て
い
っ
て
も
、
正
風
が
御
歌
所
派
に
と
っ
て
有
効
な
指
針
を
示
す
こ
と
や
、

ま
た
御
歌
所
派
の
優
位
を
論
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
御
歌

所
長
と
い
う
立
場
上
、
民
聞
か
ら
発
せ
ら
れ
た
批
判
に
対
し
て
公
に
反
論

す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
反
論
す
る
こ
と
で
「
旧
派

と
新
派
」
間
の
争
い
を
招
く
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
結
局

の
と
こ
ろ
、

正
風
に
は
そ
れ
だ
け
の
力
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
四

十
三
年
五
月
十
日
「
和
歌
の
真
精
神
」
(
⑪
)

'」、

私
は
一
体
、
古
歌
は
斯
う
詠
む
可
き
で
あ
る
と
か
、
或
は
新
派
の
歌

は
斯
と
詠
む
も
の
だ
と
か
、
さ
う
云
ふ
歌
人
で
は
な
い
。
歌
の
巧
拙

な
ど
は
度
外
に
措
い
て
、
自
か
ら
心
に
感
じ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
ま
で

だ
が
、
御
歌
所
長
と
云
ふ
立
派
過
ぎ
た
肩
書
き
が
あ
る
か
ら
し
て
、

此
の
歌
が
天
下
の
歌
の
模
範
だ
な
ど
と
思
ひ
謬
る
査
も
あ
っ
て
、
時

々
質
問
な
ど
が
来
る
の
に
は
甚
だ
困
る
。
元
来
私
の
主
張
す
る
所
の

歌
は
、
人
に
も
別
に
勧
め
も
せ
ず
、
斯
う
詠
ま
な
く
て
は
な
ら
ぬ
な

ど
と
は
無
論
云
は
ぬ
の
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
た
め
ら
い
や
恥
じ
ら
い
も
な
く
、
こ
の
よ
う
に

言
い
切
っ
て
し
ま
う
の
は
御
歌
所
長
ら
し
か
ら
ぬ
発
言
で
は
あ
る
が
、
新

派
勢
力
に
押
さ
れ
て
立
場
的
に
も
苦
し
い
位
置
に
あ
っ
た
正
風
の
本
音
が

「
甚
だ
困
る
」

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
正
風
の
苦
し

い
状
況
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

正
風
が
亡
く
な
っ
た
三
日
後
の
明
治
四
十
五
年
三
月
三
日
、
『
東
京
朝

日
新
聞
』

「
御
歌
所
長
の
後
任
マ
御
製
拝
見
は
御
信
任
」
と
い
う
記

l土

事
が
掲
載
さ
れ
た
。

御
歌
所
長
高
崎
正
風
男
亮
去
し
、
其
後
任
問
題
に
付
、
世
間
種
種
の

議
論
あ
る
も
、
御
歌
所
長
の
職
責
は
、
世
人
の
多
く
が
思
惟
せ
る
如

く
、
左
程
重
要
な
る
、
名
誉
の
位
置
に
非
ざ
る
な
り
。
世
間
に
て
は

御
歌
所
長
は
御
製
及
び
皇
后
陛
下
、
東
宮
同
妃
両
殿
下
の
御
歌
の
拝

月
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見
を
仰
付
か
り
、
且
新
年
歌
御
会
始
め
の
題
者
点
者
た
る
が
如
く
思

惟
す
る
も
、
実
際
は
左
る
も
の
に
非
ず
。
世
人
を
し
て
此
の
如
き
誤

解
を
懐
か
し
む
る
に
至
り
し
は
、
抑
高
崎
男
が
去
る
三
十
年
御
歌
所

の
設
置
以
来
、
所
長
と
し
て
御
製
及
御
歌
を
拝
見
せ
し
に
職
由
す
る

も
の
な
り
。
左
れ
ど
御
製
の
拝
見
は
、
之
れ
偏
に
陛
下
の
御
信
任
よ

り
仰
付
か
る
も
の
に
て
、
高
崎
男
が
明
治
の
初
年
よ
り
文
学
御
用
掛

と
し
て
宮
中
に
奉
仕
し
、
御
信
任
深
か
り
し
為
め
、
御
歌
所
長
拝
命

後
も
引
続
き
拝
見
仰
付
か
り
、
且
つ
年
年
の
新
年
歌
御
会
始
め
題
者
、

点
者
に
も
挙
げ
ら
れ
し
も
の
な
り
。
這
般
の
消
息
は
宮
内
省
官
制
中



御
歌
所
官
制
を
一
読
す
る
も
明
瞭
と
な
る
べ
き
も
の
に
て
、
御
歌
劇

長
の
職
責
と
い
へ
ば
、
御
歌
所
の
事
務
を
統
轄
す
べ
き
一
の
事
務
官

に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
り
。
昨
今
御
歌
所
長
の
後
任
問
題
起
り
し
際
な

れ
ば
、
此
に
一
一
吉
田
注
意
す
べ
き
必
要
あ
り
と
、
宮
内
の
某
大
臣
は
語

ら
れ
た
り
。

「
世
人
の
多
く
」

は
「
御
歌
所
長
の
職
責
」

を
重
い
と
考
え
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
御
歌
所
長
の
正
風
が

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の

「
御
製
」

の

「
拝
見
」
を
行
っ
て
い
た

「
職
責
」

「
重
要
」

i土

で
も
な

け
れ
ば
「
名
誉
」

で
も
な
い
と
言
う
。

「
御
製
」

「
拝
見
」

は
、
正
風

の

が
御
歌
所
長
の
職
務
と
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

正
風
の
歌
の
能

力
を
認
め
、
高
く
評
価
し
て
い
た
天
皇
が
委
嘱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

正

風
は
そ
れ
だ
け
の
信
任
を
受
け
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

正
風
が
御
歌

所
派
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
の
は
、
御
歌
所
長
と
い
う
立
場
と
薩
州

閥
勢
力
へ
の
反
発
が
し
か
ら
し
め
た
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

注
(注

1
)
御
歌
所
に
関
し
て
は
、
恒
川
平
一
氏
『
御
歌
所
の
研
究
』
(
一

還
暦
記
念
出
版
会
)
を
参
照
し
た
。
高
崎
正
風
に
関

九
三
六
年

す
る
資
料
・
研
究
と
し
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
進
退
録
』
(
明

治
九
年

1
明
治
四
十
五
年
)
、

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室

編
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
十
二
巻
(
一
九
五
九
年
)
所
収
「
高

崎
正
風
」
(
福
島
タ
マ
氏
執
筆
)
、

北
里
闘
氏
『
高
崎
正
風
先
生

伝
記
』
(
一
九
五
九
年

「
高
崎
正
風

啓
文
社
)
、
宮
本
誉
士
氏

研
究
序
説
|
学
問
の
系
譜
と
人
脈
を
中
心
に
|
」

(
『
園
皐
院
大

皐
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
号
、
二

O
O
八
年
三
月
)

等
が
あ
る
。

(注
2
)

山
崎
敏
夫
氏

「
近
代
短
歌
発
生
と
成
立
の
背
景
」

(
『
和
歌
文

学
研
究
』
二
三
号
、

一
九
六
八
年
六
月
)
。

(注
3
)

小
林
幸
夫
氏

「
新
題
歌
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
(
浅
田
徹
氏
他
編

『
和
歌
を
ひ
ら
く

第
五
巻

帝
国
の
和
歌
』
所
収
、
二

O
O
六

年
六
月

岩
波
書
庖
)
。

oo 
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(注
4
)
鉄
幹
と
子
規
に
よ
る
御
歌
所
派
批
判
と
当
時
の
歌
壇
状
況
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
御
歌
所
派
歌
壇
の
再
検
討
|
鉄
幹
・
子
規

に
よ
る
批
判
を
め
ぐ
っ
て

l
」

(
『
国
文
学
致
』
二

O
一
号
、
二

0
0
九
年
三
月
)
に
お
い
て
考
察
を
加
え
た
。

(注
5
)

小
泉
客
三
氏
『
近
代
短
歌
史

白

明
治
篇
』
(
一
九
五
五
年

楊
社
)
、

「
第
四
章
近
世
期
継
承
和
歌
の
円
熟
及
び
其
再
生
と
近

代
意
識
の
萌
芽
」
。

(注
6
)
木
俣
修
氏

「
高
崎
正
風
」

一
九
六

(
『
明
治
の
歌
人
』
所
収
、

九
年

短
歌
研
究
社
)
。

(注
7
)
(
注
1
)
所
掲
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
十
二
巻
。

(注
8
)

以
下
、
雑
誌
及
び
新
聞
の
引
用
に
際
し
て
は
、
通
行
の
字
体
に



改
め
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
を
補
い
、
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。

促
音
・
劫
音
に
つ
い
て
は
、
現
代
的
表
記
に
改
め
た
。
ま
た
、
私

に
傍
線
・
記
号
を
付
し
た
。

(
注
9
)
原
文
に
は
「
壊
」
と
あ
る
が
、
誤
植
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
「
壌
」

と
改
め
た
。

(
注
叩
)
引
用
は
、
復
刻
版
『
日
本
』
第
二
十
八
巻
(
一
九
八
九
年

ゆ

ま
に
書
房
)
に
よ
る
。

(
注
目
)
『
歌
も
の
が
た
り
』
の
刊
行
年
は
明
治
四
十
五
年
で
あ
る
が
、

「
歌
道
に
旧
派
と
新
派
と
の
別
あ
り
や
」

の
成
立
年
代
は
特
定
で

き
な
い
。
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